保証と アフターサービス 


(必ずお読みください) 


ご不明な点や修理に関するご相談は 


修理に関するご相談ならびに、お取り扱い • お手入れに関するご不明な点は 

お買いあげの販売店にご相談ください。 


ご転居されたり、ご贈答品などで 
販売店に修理のご相談ができない場合 

東芝家電修理ご相談センター 

新製品などの商品選び、 

お取り扱い • お手入れ方法などのご相談 

東芝家電ご相談センター 

0120-1048-41 (フリーダイヤル） 

兩 0120-1048-86 

携带里括 • PH S からのご利用は 03-3426-1048 

FAX 03-3425-2101 (365日 • 8 : 00-20 : 00»}) 


電話受付： 365日. 24時間受付 ※フリータイヤルは.携帯電話 • PHS などの一部の電話ではこ•利用になれません。 


保証書（別添） 

補修用性能部品の保有期間 

籲保証寒は、必ず「お買いあげ日 • 販売店名 J 
等の記入をお確かめのうえ、販売店から受け 
取っていただき、内容をよくお読みの後、大 
切に保管してください。 

參保証期間はお H いあげの日から1年間です。 

•クリ-ナ-の補修酣能酿は裝造打ち切り後6年保有しています。确修用性能部 S とは、 
その製品の«能を維持するために必要な部 S です。 

籲クリーナーに使用している部岳は性能向上のため一部予告なしに変更することがあります。 

部品について 

詳しくは保証書をご覧ください。 

♦修理のために取りはずした部岳は.特段のお申し出がない場合は拜社にて引き取らせていた 
だきます。 

參修理の際、弊社の品質基準に適合した再利用部品を使用することがあります。 

修理を依頼されるときは 

持込修理 


15ページに従つて調べていただき、なお異常があるときは.窀源を切り使用を中止し、必ず爾源プラグをコンセントから 
抜いて，お罔いあげの販売店にこ•相肢ください。 


■保証期間中は 

保証書の規定にしたがって.販売店が修理させていただきます。 
なお.修理に際しましては、保証書をこ•攫示ください。 

■保証期間が過ぎているときは 

保証期間経過後の修理については、お買いあげの販売店にご 
相談ください。修理すれば使用できる場合は、こ•希望により 
有料で修理させていただぎます。 


■修理料金のしくみ 


修理料金は、技術料 • 部品代などで構成さ 
れています。 

技術料 

故障した商品を正常に修復するため 
の料金です。 

部品代 

修理に使用した部品代金です。 


便利メモ 

お買いあげ日 

年 

月 

日 

お買いあげ店名 

電話 （ 

) 

一 


愛情点検 

_長年 ご 使用 

のクリーナーの点検をぜひ！ 

このよ5な 
症状は 

ありませんか。 

•はぁチるを入れても、ときどき運転しなぃ ^ チ事を故切防り止のは 

争]-ドを動かすと運転が止まるときがある。^^ 

•こげくさし、異ぃがする。 ^ ^ 

•その他の 異常がぁる。 


株式会社 東芝 家電機器社 

t 105-8001 東京都港区芝浦トト1(東芝ビルディング) 


TOSHIBA 





東芝クリーナーぼ_ 

取扱説明書 

形名 

VC-P7C 



もぐじ 



安全上のご注意••••2〜3 

お願い[重要事項] . 3 

各部のなまえとはたらき . 4 

お掃除のしかた . 5 

お掃除のコツ . 6〜7 

ゴミの捨てかた . 8 

ダストカップ上部のゴミの捨てかた . 9 

お手入れ .10-13 

保護装匾について . 14 

このようなときは . 15 

仕様 . 15 

保証とアフターサービス . 16 


拳このたびは東芝クリーナーをお買いあげいた 
だきまして.まことにありがとうございまし 
た。 

籲この商品を安全に正しく使用していただくた 
めに、お使いになる前にこの取扱説明書をよ 
くお読みになり、十分に理解してください。 
♦お読みになつたあとは、いつも手元において 
こ•使用ください。 

* 保証書を必ずお受け取りください。 

この取扱説明書は再生紙を使用しています。 


16 


AJW-HBM-0 




















安全上のご注意 


必ずお守りください 


籲ご使用になる前に，この「安全上のこ•注意」をよくお読みのうえ正しくお使いください。 
•ここに示した注意事項は、安全に関する重大な内容を記載していますので必ず守ってください„ 




■•取り扱いを誤った場合、使罔者が傷害 （* 
負うことが想定されるか、または物的損害 
の発生が想定される内容 • を示します。 


〇は、禁止（してはいけないこと）を示します。 
具体的な禁止内容は、図記号の中や近くに絵や文 
章で指示します。 


參は、強制（必ずすること）を示します。 
具体的な強制内容は、図記号の中や近くに絵や文 
章で指示します。 


A 警告 


改造はしない 

また、修理技術者以外の人は、分解したり修理をしない 

火災•感電•けがの原因となります。 

修理はお茵いあげの販売店または、 111 

東芝家®修理こ•相談センターにこ•相談 < ださい。 


コード、電源プラグがいたんだり、 
コンセントの差し込みがゆるいときは 
使用しない 

感蹈•シヨート • 発火の原因になります。 


定格 15 A 以上のコンセントを単独で使う 

他の器具と併用するとコンセント部が異常発熱 
して発火することがあります。 


コードは黄マーク以上引き出さない 
コードを傷つけたり、無理に曲げたり、 

引っ張つたり、ねじったり、たばねたりしない 
また、置い物を載せたり、挟み込んだりしない 

コードが破損し、火災.®霜の原因とな D ます。 


床ブラシの回転部など底面には触れない 

手などをけがすることがあります。 

特に小さなお子さまにはご注意<ださい。 


ードを床ブラシの回転部に巻き込まない 

ードの損傷により感電することがあります。 


お手入れの際は、必ず電源プラグを 

コンセントから抜く 

また、ぬれた手で抜き差ししない 

感電やけがをすることがあります。 


プラグを抜く 


灯油、ガソリン、シンナーなどの引火性のあ 
るもの' タバコの吸い殻などの火の気のある 
もの、トナーなどの可燃物を吸わせない 

火災の原因となります。 


本体 • ホース • 伸縮延長管は 
絶対に水洗いしない 

感電 • 故陣する場合があります。 


水ぬれ禁止 


交流1 00 V 以外では使用しない 

火災 ■ 感電の原因となります。 


0 

lOOVl^ih 


水まわりや風呂場での使用は絶対にしない 

感電する場合があります。 



電源ブラグは根元まで確実に差し込む 

差し込みが不完全ですと、感電や発熱による 
火災の原因になります。 


△注意 


電源プラグを抜くときは、コードを持たずに 
必ず先端の電源プラグを持って引き抜く 

プラグの刃が変形したり.コードが断線して感電や 


シヨート、過熱により発火することがあります。 


❶ 

プラグ 


吸込口をふさいで長時間運転しない 

過熱による本体の変形-発火の原因になります。 


-HN IZ3T| ♦ クリーナーを永く使用していただ 
/|-\ I1 くために必ずお読みくださぃ。 

辟， 、 V / * [重要事項] 

このクリーナーは家庭用です 

♦業務用には使用しないでください。 

參掃除目的以外には使用しないでください。 


つぎのものは吸わせない 
■水などの液体や湿ったゴ5。 

■ガラス、ピン、刃物など銳利なもの。 

■多望の砂（ぺット用砂、パウター状の粉末など）、小石な 
ど目詰まりするもの。 

■食品用ラップなどの通気性の悪いもの 

鲁故®やダストカップの傷つきの原因になります。 


0 

«止 


ホース、伸縮延長管の先端で直接お掃除しない 

鲁床が傷ついたり、故陣の原因になります。 


コードを巻き取るときは、 
電源プラグを持って行う 


爾源プラグがあたってけがを 
することがあります。 


❶ 

プラグ 


電源コードは、まっすぐ引き出す 

籲帘源コードを上に引っ張りながら引き出すと本体の引き出 
し部と電源コードがこすれて破損の原因になります。 


使用時以外は、 

軍源プラグをコンセントから抜く 

けがややけど、絶縁劣化による 
感爾. S 電火災の原因になります。 


€ 

プラグを抜く 


排気口はふさがない 

火災の原因となります。 


0 


火気に近づけない 

本体の変形によるシヨート.発火の 
原因になります。 



床ブラシを床に強く押しつけたり、壁、家具など 

に強くあてない 

春床、たたみの傷つきや、壁、家具などへの色の付®防止の 
ため、力を入れずに片手で軽くすべらせて<ださい。延長 
管に手をそえると延長管.床ブラシに無理な力が加わるこ 
とがあります。 

春床用ワックス•つや出し床用洗剤をこ•使用の場合、塗布面 
にこす D 傷がつくことがあります。 

籲やわらか<傷つきやすい木床材や、ワックス上のこすり傷 
が気になる場合は，別売品のソフトフロアブラシのご使用 
をお奨めします。 

♦砂ゴ5の上で床ブラシを使うと、床に傷をつけることがあ 
0ます。 

♦本体を急に引っ張ると床.たたみに傷をつけることがあり 
ます。本体はゆっくり引きまわしてください。 


引火性のもの（ガソリン、ベンジン、シンナー）の 
近くで使用しない 


爆発や火災の原因になります。 


0 


禁止 


3 
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お掃除のコツ 


低いところのお掃除 
♦手元を下げると低いとこ 
ろのお掃除ができます。 
♦手元をひねるとより奥ま 
でお掃除でぎます。 


狭いところのお掃除.子 


春手もとをひねり床 
ブラシの向きを変 
えると、狭いとこ 
ろのお掃除ができ 
ます。 



クルツ 


©©0 

♦手元を下げたときや、狭いところの 
お掃除をするときは、スタンドスト 
ッパーが床面、家具などにあたらな 
いよう注蕙してください。傷をつけ 
ることがあります。 

籲床ブラシの向きを変えたあと、通常 
の位»にもどすときは、床ブラシを 
前に押しながらちどしてください。 

♦床、たたみの傷つき防止のため、片 
手で軽くすべらせるようにお掃除し 
てください。 



床ブラシの使いかた 


前取り吸口について 

♦前取り吸口でテープルの脚に溜まったホコリや狭い 
すき間や壁ぎわのゴ S をとります。 



回転部について 

I A 床ブラシの回転部など底面には触れない 

I ^ 手などをけがすることがあります。 

•床ブラシは、床面につけると回転部の回転がはやくなり、ゴミを 
かき込んで吸い込みます。 

•ダストカツブがゴミでいつばいになっていなくてち、ゴミの種類 
によっては、回転部が回らないことがあります。このようなとき 
は、お手入れしてください。 

籲床ブラシを持ち上げたときは、安全のため回転部は止まります。 
(ゆっくり回る場合もあります） 

•ホツトカーぺツトや毛足の長いじゅうたん、毛の密度の高いじゅ 
うたんなどじゆうたんの種類によっては、床ブラシの回転が止ま 
ることがあります。 
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じゆうたんのお掃除 

♦毛足が畏いじゆうたんでは「強」でお使いになると吸込力が強く、操作 
が重い場合があります。その場合は「中」でお使いください。 

♦新しいじゆうたんでは、ダストカツプが遊び毛でいつばいになりますが、 
使つているうちに遊び毛は徐々に少なくなります。 


すき間ノズルの使いかた 


通常は、を1回押し、「弱」でお使いください。 

♦強い吸込力でお掃除するときは、@を2回押し、「中」でお使いください。 

®(B(S) 鲁床などに使わないでください。傷をつけることがあります。 

♦20 分以上統けて使用しないで<ださい。 モーター に負担がかか〇ます。 

* 「強」で連統使用すると、保護装匾がはたらくことがあります。 

籲すき間ノズルをフックから無理にはずさないでください。フックが変形して収納できなくなります。 
拳すき間ノズルは収納状態でもはずれることがあります。 


すき間ノズルは、手元スイッチ裏側のフックと突起部にセットするだけで、手軽に収納できます。 
ホースにセツトするときや、取りはずしてご使用になるときは、次のようにお取り扱いください。 


籲伸縮延長管の先にちセツトして使用できます。 

取り付けるとき 

ホースにセットするとき 

取りはずすとき 

① すき間ノズルの取付部をフックと 
平行にし、止まるまで差し込む 

② すき間ノズルの先を突起部にはめ 
込む 

\フック-^ 起 部 

① すき間ノズルの先端を突起部から 
はずし、フックに引っかけたまま、 
ノズルの先端を180°回転させる 

② ホースの先端にしっかり差し込む 

① すき間ノズルの先を突起部からは 
ずす 

② フックと平行に、すき間ノズルを 
引き抜く 



② 

取付部 V 
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ゴミの捨てかた 

參お掃除が終ったらこまめにゴ S を捨てましよう。 

• ゴミすてラインを越えると吸込力が低下します。 

籲ダストカップの中でゴミが回転しなくなつても、ゴミすてライン以下で 
あれば吸込力に影響はありません。 



籲ゴミを捨てる前には@を押して運転を止め、ホース、電源プラグを抜いてください。 


1 前八ンドルを押さえ、左右のふたクランプを押 
しながらふたを開ける。 


ゴミ捨てポタン 
前八ンドル 


2 ダストカップを取り出し、大きめの紙袋（ポリ袋）や、ゴミ容器の中に入れ、 
前八ンドルのゴミ捨てボタンを押す。 

• ダストカップの底面が開き、中のゴ S が捨てられます。 

*ゴミを捨てる前にダストカップ側面を軽くたたくと、ゴミが落ちやすくなります。 

鲁本体からタストカップを外すとき、ゴ S 捨てポ 
タンを押さないでください。ゴミがこぼれます。 
♦ダストカップの底面は直接手で開けられませ 
ん。ゴミを捨てるときは必ずゴ S 捨てポタンを 
押してください。 

籲ダストカップの底面には無理な力を加えないで 
ください。はずれることがあります。 


^ダストカップの底面を手で戻しカチッと音がするまではめ込む。 

♦ダストカップの底面が開いた状態でゴミ捨てボタン 
を押しても底面は戻りません 
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ダストカップ上部のゴミの捨てかた 

大きなゴミを吸ったときや、ゴミすてラインを超えてゴミを吸ったときなど、ダストカップ上部にゴ 
ミが残ってしまうことがあります。 

遇1〜2回はフィルター枠セツトを取りはずして中のゴミを取りのぞしヽてください。 


フィルター枠セ 
ットをはずす 



3ダストカップ上 
部にたまったゴ 
ミを取りのぞく 



〇フィルタ-枠セ 
&■ットの裏側にあ 
るネットについ 
たゴミを取りの 
ぞく 



ダストカップに 
フィルター枠セ 
ットをのせる 



*ゴミの種類によりゴ s すてラインにゴ s がたまる前に吸込力が弱くなる場合があります。このようなときは、ゴ 
S を捨ててフイルターのお手入れをして<ださい。 
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お手入れ. 


お手入れの前には0を押して運転を止め、ホースを抜いてください。 


本体 • ホース • 伸縮延長管は絶対に水洗いしない 

/!\響告觸•綱する齢があります。 


*ゴミを捨てても吸い込みが弱いとき、フィルター、フィルター枠のお手入れをしてください。 
參予備フィルター（ダストカップ用）がついています。 


フイルター 


■フイルター お手入れサイン 

フイルターのお手入れ時期の目安をお知らせします。 

フイルターが目づまりするとフィルターお手入れサインが点滅します。 
フイルターお手入れサインが点滅してからそのままご使用になると、 
モーターの保護のために自動的にパワーが下がります。 


隹吸込力を; 



フイルター 
お手入れサイン 


籲吸込力を持続させるために月に一度を目安にお手入れしてください。 

■お手入れの頻度はゴミの種類や使用頻度により異なります。 

♦延長コードを使用したり、他の家爾製品と同ーコンセントでお使いになると、箱源箱 
圧の低下により、フィルターお手入れサインが早く点滅する場合があります。定格 
1 5A 以上の单独コンセントでこ•使用ください。 



ダストカップを取りだし、各フィルターをはずす 


①ダストカップを本体から取り出す。 ②つまみを持ち、フィルター枠セ③フィルター枠（上）のツメを押しながら持 

ットをはずす。 ち上げて、フィルター枠（上）とフィルタ 

—边 m 友け . 由のフづ w 々つ彳ル 



U がたちません。 ダストカップ部のセット 
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^フィルターを洗った後、水気を切り、十分に自然乾燥させる 

フィルター枠（上)、フィルター枠（中)、フィルター枠（下)、ダストカップも水洗いし十分に乾燥させる。 

マジックフィルター I フィルタ-枠⑴、フィルター枠(中 ）I フィルター枠(下)、ダストか;/プ 







♦もみ洗いをした後、平 參ネットの目に細かいゴミがつまってい ♦汚れがひどい場合は水洗いしてください0 
らにのばして十分に乾 ることがあります。このようなときは、 

燥させてください。 使い古しの歯ブラシなどで軽くこすり 

ながら水洗いしてください。 




參マジックフィルターは汚れた水がでなくなるまで、もみ洗いしてください。 

參マジックフィルターは強くひっばったりしないでください。破損の原因となります。 

♦お手入れ後は、必ず十分に乾燥させてからセットしてください。ぬれたままでご使用になると故陣の原 
因になります。 

♦毛のかたいブラシで洗ったり、ネットを強く押して洗わないでください。破損の原因になります。 

籲性能•品質を保証できませんので、洗剤•漂白剤などを使用したり、洗潘機で洗ったり、暖房器具•ド 
ライヤーなどで乾かさないでください。 


各フィルターをセットし、ダストカップを本体に取り付ける 

①フィルター枠（上）*②フィルター枠（下）③ダストカップにセ④本体に取り付ける。 

側にマジックフィルタ の凸部にフィルター ットする。 前八ンドル 

一を取りつける。 枠（中）の穴を合わ \ 

せて取りつけフィル Liy S 

ター枠（上）をセ、ン 








前八ンドルと本 
体凹部をあわ 
せてください。 


63#<S> 春フイルターは必ず取りつけてください。フイルターがセツトされていないとふたが閉まりません。 
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お手入れ(っづき) 


5 竹炭フィルターを取り出し、軽くはたく 

竹炭フイルターは水洗いできません。 



籲軽くはたいてください。強くはたくと変形しゴミもれの原因になります。 


0前八ンドルを押さえ、左右のふたクランプを押しながらふたを閉める 


®#(D •ふたで指をはさまないよう注»してください。 


* 新しいフイルターは、お買上げの販売店を通じて.取りよせることができます。（有料) 





* 本体や付属品が汚れたときは、水または 
中性洗剤をふくませた布でふいてくださ 
し、。ベンジンなどでふくと、ひび割れ、 
変形、変色の原因になります。 


床ブラシ 


お手入れは、伸縮延長管から取りはずしておこなってください。お掃除の最後に、週1〜2度お手入れしてくださ 
い。回転部にゴミがからみつくと、回転部が回らなくなります。 


1 床ブラシを裏返し、お手入れ力 
八一をはずす。 



① 满にコインを入れ「ひらく」 
の位置に合わせる。 

② お手入れカノて一を持ち上げる。 


① 

コイン 


② 

お手入れカバー 


2 回転部をはずし、ゴミを取りの 
ぞく 0 

①特に軸受部にからみついたゴミと前取り吸口 
に入ったゴミを取りのぞく。 



軸受部 



②回転部に糸くずや毛がからみついたときは、は 
さみなどで取りのぞく。 



®©(S) 

參車輪のまわりに入ったゴ S をビンセツトで取り 
のぞいて < ださい。 

參ゴミがたまったままお使いになると車輪が回ら 
ず、床、たたみを傷つけることがあります。 


3 


ブラシ本体、力 
パー、回転部を 
水で洗い、陰干 
しにして十分に 
乾燥させる 



4 

5 


十分な乾燥を確認して回転部を取 
り付ける。 



お手入れカバーを取り付ける。 

① 前のつめを合わせる。 

② 矢印の方向にセツトする。 



お手入れカパ_ 


6 溝にコインを入れ「しまる」の 
位置にあわせる。 



♦洗剤、漂白剤などを使用しないでください。 

籲毛のかたいブラシで洗わないで<ださい。 

• ドライヤー、暖房器具などで乾かさないでください。 

籲回転部の軸受には注油しないでください。 

參ブラシ本体とお手入れカパーの間にすき間がないことを確かめてください。すき間があると回転部が回りません。 
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保護装置について 

モーターの過熱を防ぐため、本体内部に運転を止める保護装置がついています。 
次のようなとき、保護装置がはたらきますのでお手入れをしてください。 


保護装置がはたらくとき 


參ダストカップがゴミでいっぱいのまま運転し続けたとき 

砂ゴミ、誤って吸い込んだ湿ったゴミなど、吸込むゴミの種類によっては、ダストカップがいっぱいになる前に、保 
護装置がはたらくことがあります。 

«ホースや伸縮延長管や床ブラシなどにゴミがつまったまま運転し続けたとき 

參すき間ノズルで連続運転使用したとき 

翁 S 期など室温が35でを越えるとき 

籲吸込口や排気口をふさいで連続運転し続けたとき 

♦フィルターお手入れサインが点滅したまま使用したとき 


保護装置がはたらいた場合 


手元スイッチの®を押し、電源プラグをコンセントから抜く 



2 ゴミを捨てるか、またはホース、伸縮延長管、床ブラシなどにつまったゴミ 
や排気口などをふさいでいる物を取り除く 



0 涼しい場所におく 
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このよ5なときは 


△警告 


改造はしないまた、修理技術者以外の人は、分解したり修理をしない 

火災 •感電 • けがの原因とな•ります。 

修理はお買いあげの販売店または東芝 家電 修理ご相談センターにご相談ください。 


修理サービスを依頼する前に •ご使用中に異常が生じたときは、電源プラグを抜き、約15秒後にふたたび差し込んで 

動作を確認してください。それでも異常が直らないときは、次の点をお調べください。 


このようなときは卜調べるところ I 

モーターが ♦電源プラグがコンセントに差し込まれていますか。 

回転しない♦ホースが本体に差し込まれていますか。 

参ダストカップがゴ S でいつばいになった0、ホース•伸縮 
延長管にゴミがつまっていませんか。 

春床ブラシにゴミが吸い付いていませんか。 


直しかた_ 

■-しっかり差し込んでください。 

— しっかり差し込んでください。 

-本体の保護装置がはたらいています。 

—本体の保護装置がはたらいています。 


モーターの回転が ♦ゴミがいつばいたまったままお使いになると、本体保護の■•マイコンによる制御で異常ではありませ 5 

変動する ため吸込力を弱める機能がはたらく場合があります。 ん。 

吸込力が弱い 參ダストカップがゴミでいつばいになってませんか。 —ゴミを捨ててください。 8-9 

籲ダストカップ、フィルター、竹炭フィルターの汚れがひど—お手入れしてください。 1 H 2 

くあ D ませんか。 

參フィルターお手入れサインが点滅していませんか。 —お手入れしてください。 1( H 1 

籲ホース • 伸縮延長管 • 床ブラシにゴミがつまっていま•-ホース • 伸縮延長哲 • 床ブラシをはずして 4 
_せんか。_ ゴミを取りのぞいてください。 

床ブラシの回転部が參回転部のまわりに糸くずがたくさん巻きついていませんか。—取りのぞいてください。 13 " 

回転しない_ブラシ本体とお手入れカバーの間にすき間ができていませんか。••お手入れカバーを取付け直してください。13 
春大きなゴミか、薄い敷物を巻き込んでいませんか。 —取りのぞいてください。 13 


コードが巻き取れない春コードが片よって巻き取られていませんか。 
引き出せない♦コードがからんでいませんか0 


—卜 2 m !| き出してふたたび巻き取ってください。5 
•-コード巻取りボタンを押しながら「巻き取る」 5 
「引き出す)操作を2〜3回くり返してください。 


それでも異常のある場合は、16ページの保証とアフターサービスをご参照ください。 

參ご使用中、本体及びコード、排気風が熱く感じてきますが異常ではありません。 モーターの 熱のためです。 
籲ゴミがたまってくると モーターの 回転数が高<なり音が少し大きくなりますが異常ではありません。 

參ご自分での修理は、危険な埸合がありますから絶対にしないでください。 



手元スイッチ 嚷」 にて 消費電力 100 0 W 、 吸込仕事率41 0 W 、 運転音 57 dB 
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